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研究成果の概要（和文）：本研究では疫学的パーソナリティ研究の視点より，一般成人を対象とした5年間の縦
断Web調査と小中学生の児童を対象とした4年間の縦断調査を行い，パーソナリティ特性から将来のメンタルヘル
スや身体的健康，対人関係などの社会適応状態を予測可能であるかどうかを検討した。その結果、一般成人にお
いては５因子パーソナリティ特性が4年後のメンタルヘルスや身体的健康，対人関係，就業状況等の社会適応状
態と有意に関連しており、児童生徒を対象とした調査においても同様に3年後の自尊感情との関連性が認められ
た。従って、国内においても5年程度のスパンにおけるパーソナリティ特性による適応指標の予測可能性が示さ
れた。

研究成果の概要（英文）：From the perspective of epidemiological personality research, we conducted a
 5-year longitudinal web-based survey of general adults and a 4-year longitudinal survey of 
elementary and junior high school children. Our goal was to examine whether personality traits can 
predict future social adjustment statuses such as mental health, physical health, and interpersonal 
relationships. The results showed that five-factor personality traits were significantly related to 
mental health, physical health, interpersonal relationships, employment status, and other social 
adjustment statuses four years later in general adults. Similarly, these traits were related to 
self-esteem three years later in the survey of children. Thus, the predictability of adjustment 
indices based on personality traits over a span of about 5 years was demonstrated in Japan.

研究分野： パーソナリティ心理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
海外においてはパーソナリティ変数による将来の適応や不適応に関する研究は数多く存在しており，変数の種類
や規模も大きいものが多いが，国内においては十分に蓄積されていない。また，その知見は横断調査の結果に偏
っており，縦断調査が少ないのが実情である。本研究では2つの縦断調査に基づいてパーソナリティ特性と将来
の結果変数との関連を検討しており、基礎的な知見を蓄積するために有益であると考えられる。国内においても
疫学的パーソナリティ研究を展開することによって大きなメリットがあることを示し，今後のパーソナリティ研
究を展開する価値を高めることができると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 近年，パーソナリティ特性の 5 因子モデル(Big Five)が世界的に広く用いられるようになり，
このモデルを用いた大規模縦断調査研究が展開され，それらの結果をメタ分析によって総括し
た報告が多くなされるようになった。その結果，継時的に安定しているパーソナリティ特性が，
社会的に問題があると考えられる結果変数（自殺や自傷行為，不登校やひきこもり，精神疾患・
犯罪や暴力など）に対して頑健な予測力を有することが明らかとなり，問題への早期介入や心理
的健康の増進等の可能性を検討する研究が国際的に盛んとなっている(e.g. Krueger, Caspi, & 

Moffitt, 2000)。また，児童期のパーソナリティ特性が 20 年後の心理的適応・社会的適応・学業
達成・職業達成などと|.20|－ |.40|程度の相関をもつことや，勤勉性の高さが知的能力(IQ)と
同程度に学力を予測すること，IQ や社会経済地位や家庭環境の影響を考慮してもなおパーソナ
リティ特性による結果変数への影響が認められることなどが示されている。ノーベル経済学賞
受賞者であるHeckman et al.(2013)はこれらのパーソナリティ特性のことを非認知能力と呼び，
認知能力(IQ)よりも経済・労働市場において予測的妥当性が高い概念であり，教育などによる介
入が可能であると提唱したため，パーソナリティ特性の予測力が世界的に注目される気運が高
まり，わが国においても教育・産業界において広くこの概念が知られるようになった。 

 

 

２．研究の目的 

このように，諸外国においてはさまざまな大規模コホート研究に基づいた多くの報告が存在
し，その有用性が認められているが，国内における研究成果は他国と比べると十分に蓄積されて
いないのが実情である。そこで，本研究では疫学的パーソナリティ研究の観点からの縦断研究デ
ザインに基づいて，問題があると考えられる結果変数をパーソナリティ特性から予測する可能
性を検証することを目的とする。先行研究ではパーソナリティ特性が成人期の身体的・社会的・
経済的な充実度合いを説明する力が高いことが指摘されているため，特に成人期の身体的・社会
的適応状態がパーソナリティ特性からどの程度説明できるのかを注視する。また，疫学的パーソ
ナリティ心理学研究の核となるのは児童期の研究成果であるが，児童期の研究は特に他国と比
べて脆弱であるため，児童期にも成人期と同じ説明モデルが適合するかどうかを調べる。 

 

３．研究の方法 

疫学的パーソナリティ研究としては，幼少期より 10 年以上の長期にわたる縦断研究が望まし
いが，3～5 年程度の縦断研究も多く存在し，数年間のスパンであっても一定の予測力があるこ
とが示されている。そこで，本研究では一般成人を対象とした 5 年間の縦断調査，児童生徒を対
象とした 4 年間の縦断調査を行い，メンタルヘルス，身体的健康，社会的適応状態等とパーソナ
リティ特性の関連を検討した。 
 
４．研究成果 
第 1 の研究成果として，主に縦断調査に基づいたパーソナリティ特性による社会適応・不適応

行動，心身の健康状態の予測に関する研究の現状および問題点について，国内外の文献を収集し，
レビューを行った。また，5 因子特性以外にも幅広くパーソナリティの概念について扱った。こ
れらを一部は Big Five ハンドブックに収録された。 

第 2 の研究成果として， 5 因子モデルとその発展形となる，性格特性を測定するための心理
尺度のモデルについての検討を行った。具体的には，双因子モデルと呼ばれる因子分析モデルに
基づいて一般因子を抽出したモデルと，従来の因子相関モデル，高次因子分析モデルの比較検討
を行い，因子構造の検討を行った。次に，児童生徒を対象としたメタ認知を測定する心理尺度と
して，4 つの場面ごとに 3 種類のモニタリングを簡便に測定するためのセルフモニタリング尺度
の開発と信頼性および妥当性の検討を行った。36 項目を用いた本人評定によるデータを対象と
して因子分析を行った結果，想定どおりの因子構造を見出すことができた。一部の下位尺度は低
かったが，概ね各下位尺度の信頼性も十分であった。また，性差と発達的変化についても検討し
た。これらの結果は日本教育心理学会および日本パーソナリティ心理学会において発表された。 

第 3 の研究成果として，一般成人を対象とした 5 年間のオンライン縦断調査を行い，分析を行
った結果，パーソナリティ特性によって将来の自尊感情などの精神的健康，心身の不適応感など
の適応・不適応指標の予測可能性が検討された。先述の 5 因子パーソナリティ特性と自尊感情と
身体的不健康感との関連を相関分析と重回帰分析によって検討した結果，5 因子パーソナリティ
特性からいずれも予測・説明が可能であった。また，これは階層的重回帰分析および構造方程式
モデリングによって年齢や性別を統制して検討してもなお十分な説明力を有していることが明
らかとなった。また、パーソナリティの一般因子を用いた検討を行った場合，一般因子からも高
い説明力が確認された。 

第 4 の研究成果として，小中学生を対象とした本人評定の縦断調査データを分析した結果，パ
ーソナリティ特性およびメタ認知によって，自尊感情や対人関係などの適応・不適応状態が予測



可能性であるかどうかについて検討した。先述の 5 因子パーソナリティ特性との関連を検討し
たところ，5 因子パーソナリティ特性およびパーソナリティの一般因子との関連性が示された。
また，階層的重回帰分析と構造方程式モデリングによる分析の結果，学年や性別を統制してもな
お十分な説明力を有していることが明らかとなった。海外の研究においては，統制性
（Concsientiousness，勤勉性，誠実性）と呼ばれるパーソナリティ特性が特に将来の適応・不適
応を予測する力が高いことが複数の論文において報告されているが，本研究においても同様の
傾向がみられた。この結果は感情心理学会およびパーソナリティ心理学会にて発表された。 
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